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1共 通 研究 主題 主体 的 な読 み手 を 育て る指導 法の 研究

文学 的文章の読みを通 して

1共 通研究主題設定の理 由

人閤 にとって,読 む,書 く,聞 く,話 す とい う言語活動は,社 会生活を営み文化を創造 して

い く上で,欠 かす ことので きない活動 であ る。 この ことは,言 い換えれば,次 代を担 う児童が

社会の変化に対応 し心豊か に生 きてい くために,言 語能 力を身に付けることがいかに重要であ

るかを示 している。

しか し,今 日の科学技術の進展 は多様な情報手段を開発 し,人 間 と言語 とのかかわ りに様 々

な影響を及ぼ している。特 に,言 語による伝達機能 の低下は,児 童の行動様式 にお いて も,言

葉を聞 き流 した り,単 語だ けで会話を した り,言 葉で表現す る前に行動が先行 した りす るよう

な傾向を生 じさせている。

これか らの国語科教育 において は,こ うした言語能力が身 に付 きに くい状況 を改善 し,児 童

が主体的に言葉 とかかわ り,言 葉に心 を通わせ なが ら豊かに生 きて い く力を育て ることが重要

であると考え,本 主題を設定 した。

(1)主 体的 に言葉 とかかわ る児童を育て る

読書に対す る児童の意識を調べると,本 は好 きだが授業で読むのは嫌 いと答え る児童がい

る。 このことは,国 語科の読みの学習が,一 斉指導の場面で文章を細か く正確 に理解す るこ

とに比重をかけす ぎ,本 来,児 童が求めている読みの楽 しさを阻害 してい るので はないか と

も考え られ る。 そこで,映 像文化の中で若者の読書離れが進む現状 とも考え合わせ,主 体的

に言葉にかかわる児童 を,私 たちは文学的文章の読みの学習指導を通 して育成 したいと考え

た。そのためには,文 学的文章の読みにおいて,児 童が読みの楽 しさを実感 しなが ら言葉 と

かかわ り,確 かな言葉の力を身に付けることがで きる授業を創造 してい くことが大切であ る。

(2)言 葉に心を通わせる児童を育てる

文学的文章 の読みの特性を踏まえ,次 の ような学習場面を数 多 く展開する必要がある。

① 登場人物 に対する共感 反発葛 藤などを通 して,人 間 に対す る見方や考え方を深 める。

② 登場人物 に気持 ちや場面の様子を読 み取 ることによ り,思 考力や想像 力などを育 てる。

③ 優れた表現 に出会 うことで,日 本語の もっ美 しさに気付 き,言 葉 に対す る感性 を磨 く。

④ 一人一人 の読みを表現 し合 うことにより,虚 構の世界に浸 って読む楽 しさを体験す る。

文学性の高 い作品 ほどこうした特性を多 く含んでお り,児 童 は作品の一つ一つの言葉 に心

を通わせなが ら読みを深め,心 を豊かに して いくもの と思われ る。
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2共 通研究主題 に対する基本的な考え方

(1)「 主体的な読み手」と目指す児童像

「主体的」 とは,新 しい課題や困難に直面 したときに,自 らの考 えや判断 に基づ きなが ら,

その課題や困難 に立ち向か ってい く能動的な生 き方であ る。 それを支え る基礎的な能 力は,

思考力,判 断 力,表 現力などであり,自 ら学 んで いこうとす る意 欲や態度である。

この ことか ら,「 主体的な読み手」 とは,語 句や文章 に即 して思考 力,想 像力,表 現 力な

どを働かせなが ら,自 分とのかかわ りにおいて読むことので きる読み手であ ると考え る。文

学的文章を読む場 合,作 者の描 くフィクシ ョン(虚 構)の 世界に入り込み,登 場人物に同化

した り,自 己と対比 したり,想 像 した りして作品を豊かに読み取 り,文 章表現を巧み さを味

わ うことがで きる読み手である。 したが って,こ のよ うな主体的 な読み手を育てるには,既

有の学習経験 を生か し,自 分の力で課題を解決 したり読み進めたりできる自己教育力の育成

が大切である。

主体的 な読 み手を目指す児童像 を次の5点 か ら設定 し,そ れぞれの児童像を実現するため

の指導の手立 てを明 らかにす ることに努めた。

〔指導の手立て〕

○めあてを もって読み進める児童

○言葉 を手がか りに想像豊か に読む児童

○ 自分の読みを表現す る児童

○友達の読みと比べ自分の読みを豊かにす る児童…

○学 び方が身に付いている児童

・内発的な学習意欲を高める。

・文学 的文章の特性を味わ うこ}

とがで きるよ うにす る。

・学習の仕方が身に付 くよ うに

す る。

(2)研 究の内容 と方法

文学的文章の読みを通 して主体的な読み手を育成す るために,五 っの分科会を組織 し,下

記の視点か ら研究を進めた。 ◆●0・ ◆

主
体
的
な
読
み
手
を
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て
る

指

導
法

の
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(3)研 究の全体構造図

・教育の今日的な課題
・国語科の課題
・学習指導要領
・東京都教育委員会の目標

《共通研究主題》
主体的な読み手を育てる指導法の研究
一 文学的文章の読みを通して 一

'児 童の実態

・児童の願い
・教師の願 い
・保護者の願い
・社会の要請

主体的な読み手を目指す児童像

0め あてをもって読み進める児童
0言 葉を手がかりに想像豊かに読む児童
0自 分の読みを表現する児童
O友 達の読みと比べ自分の読みを豊かにする児童
O学 び方が身に付いている児童

各分科会の研究主題

低学年
巾学年A
中学年B
高学年A
高学年B

楽しく読み合うための学習活動の工夫
一人一入が表現する活動を通 して、生き生きと読み進める学習活動の工夫
一人一人がめあてをもって読み進め、自分の考えを広げる学習活動の工夫
一人一人が作品に自らかかわって読み進める学習活動の工夫
一入一入がめあてをもって読み進め、自分の考えを深める学習活動の工夫

基

礎

基

本

の

定

着

児 童 の 学 習 観 ・ 教 師 の 指 導 観 の 転 換 を 図 る

読みの力を身に付け自己実現を目指すための支援

内発的な学習意欲を生か
す単元構成の工夫

0終 末の活動を見通 した
「学習のめあて」

O児 童の側にたった学習
計画 ・学習形態

0個 に応 じた多様な学習
活動

児童理解の工夫と評価の生
かし方

0児 童を多面的にとらえる
共感的な児童理解

0主 体的な学習にっながる
自己評価 ・相互評価

0学 習過程における指導と
評価の一体化

個

性

を

生

か

す

新 し い 学 力 観 に 立 っ た 授 業
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II研 究 の 内容

社会の変化に主体的に対応できる心豊かな人間を育成す るに当た って は,こ れまでの知識や

技能の習得 に偏 った学習指導か ら,新 しい学力観 に立ち,児 童一人一人の 自己実現を支援す る

学習指導へ と改善を図る必要があ る。

そのため に,国 語科 においては,児 童一人一人が言語 に対 する興味や関心を もち,進 んで教

材とかかわ るなかで,自 ら考えた り判断 した り表現 したりす る資質や能力を育て ることが重要

であ る。 また,そ の過程において,言 語 にかかわ る基礎的 ・基本的な知識や技能を しっか りと

身に付 けることが,一 人一人のよさや可能性を更に発揮 させ るものであるとと らえ,学 習指導

を展開す ることが大切である。

国語科の学習指導の現状を,こ うした児童の側 に立っ教育の視点か ら見直 した とき,学 習に

対す る児童の主体性や教師の支援の在 り方 などにつ いて改善すべ き課題 も多 く見 られ る。 そこ

で,文 学的文章の読みの学習指導を取 り上 げ,児 童一人一人が主体的 な学 び手 として豊かな 自

己実現 を図 ってい くための支援の在 り方 を追究す ることに した。

この課題を達成するために,教 師の指導観及び児童の学 習観の転換を図ることを基盤 と し,

①内発的な学習意欲を生かす単元構成の工夫 ②児童理解の工夫 と評価の生か し方 の二っの

視点 を設定 した。

1教 師の指導観 と児童の学習観の転換

新 しい学 力観に立つ学習指導を構想す るに当た っては,こ れまでの授業に対する教師自身の

指導観や児童の学習観を見直す ところか ら始め る必要が ある。 そ して,こ の両者は相互 に影響

し合い,相 乗的に転換を促す ものであ るとの考 え方に立 ち,授 業を構成す ることに した。

6学 年の研究実践のなかで,次 の ような学習感想 を書 いた児童が いる。 「今 日の話 し合いは

とて も充実 して いた。 自分一人で読んでいた時 は分か らなか った ことがいろいろ分か った。K

君の出 したrな んであんな夢をみたんだろう?』 とい うことは,私 はちっとも気づかない問題

だ ったので,ち ょっと感心 した。 この夢で ヒ トシ(主 人公)は 自分を ちょっとだけ客観的に見

っめて いるように思 う。…(後 略)」 「1君 がみんなに質問 した問題が,ぼ くにはよ く分か らな

か ったので,も うち ょっと読んでか ら,ま た話 し合いたい。」

前者 は,読 みの交流を通 して 自分の読みが広が り深ま った ことに喜びを見出 し,後 者は,友

達 によ って気付か された新たな学習課題を,も う一度作品を読み直す ことで解決 しようとして

いる。 ここには,児 童の思いや願 いを実現す るたあの働 きかけのすべてを支援 とと らえる教 師

の指導観の もとに,集 団の中で個の学 習を充実 させている児童の主体的な姿が見 られる。
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2内 発的な学習意欲 を生かす単元構成の工夫

(D終 末の活動を見通 した 「学習のめあて」

一人一人が主体的に読み進 めてい くために,「 こんな学習を したい」 とい う児童 自身の思

いや願 いを取 り上げ,終 末の活動 と して明確に イメー ジさせ ることが大切で ある。

そ こで,本 研究 では,児 童が イメージとして もった終末の活動を 「学習のめあて」とする。

児童 は,自 分の学 習に対す る思いや願いが 「学習のめあて」 として具体化 され ることで,作

品に対す る興味や関心を一層強め,意 欲的 に読んだり,話 し合 った り,書 いたり して個の読

みを広 げ,深 めることがで きる。 そ して,こ う した学習活動を通 して,児 童一人一人がよ さ

や可能性を発揮 しなが ら,新 しい学 力観に立つ学 力を 自らの力で獲得 してい くことが可能に

なるであ ろうと考 えた。

「学習のめあて」 は,「 絵本を作ろ う」 というよ うに具体的な活動が前面に出て くるものか

ら 「戦争 と人間について考え る」 というよ うに,作 品の主題に正面か ら立ち向か うよ うな も

の まで考え られ る。教師は,こ れまで以上 にこうした児童の願 いを大切 に受 け止め,児 童 自

身が作品 に合 った適切な 「学習のめあて」を もてるようにな るまで見守 ることが必要であ る。

{2)児 童の側に立 った学習計画 ・学習形態

児童一人一人 は,異 なる知識,経 験,能 力を背景 と し,様 々な興味 ・関心を もって作品を読

む ことか ら,そ れぞれが固有の読みを もって 〔読みの広が り ・深 まり〕

いるもの と考え られる・また・その読みは・ 学習のめあて

集団の中の読みの交流 に よって,様 々な刺激

を受け,毎 時間変容 してい く。

その過程において,一 入一人が解決 したい

と考える問題や,児 童の主体性 を大切に しな

が らも,読 みの力を身 に付 けさせるために教

師が児童 に考え させたい問題 も出て くる もの

と思われ る。本研究では,こ うした閤題を 「学

習課題」 と して位置付 け,終 末の 「学習のめ

あて」を達成す るために有効 に機能す るよ う

な設定の仕方が必要であると考えた。そ して,

児童が 「学習課題」を解決す ることに強 い必

要感を もち,学 ぶ喜びを見出 した とき,主 体

的な読み手が育つ もの と考えた。

(終末の活動)

r

l学 習課題

ユ

i学 習課題

7

薙
能 痒 習課題

灘 圏

]学習課題
l

J

噛
支 援

る
多
様
な
学
習
活
凹
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そのためには,児 童一 人一人の読みの深 まりや広が りに対応で きる弾力的な学習計画や学

習形態を工夫す ることが必要であ る。本研究では,児 童が教師 と一緒 に学習計画を立て る段

階か ら,そ の経験 を生か し,最 終的に児童が 自らの力で学習計画を立て られるよ うになる段

階 まで6年 間を見通 した学習計画の作成の仕方を工夫す ることに した。

また,学 習形態 にっいて も,教師が一方的に指示す る場面 をな るべ く少な くし,児 童が学習

活動 に応 じて適 切に選択で きるよ うな方法を工夫す ることが必要である。低学年の段階か ら,

自分の読みをよ りよ くしてい くために学習形態を変え るという意識を児童 自身に もたせてい

くことは,学 び方を学ばせ るとい う観点か らも極めて重要な ことであると考える。

(3)個 に応 じた多様な学習活動

自らの思いや願 い,興 味 ・関心 に基づ いて設定 した 「学習のめあて」や 「学習課題 」にか

かわ って,児 童が主体的な学習を展開す るためには,個 に応 じた指導を基本において,そ こ

で獲得 した個の読みが全体の場 で更に充実す るような学習指導を工夫す る必要がある。

そのためには,児 童一人一人が個の読みを表出す るための方法を数多 く身に付けて いるこ

とが前提 となる。 このよ うな考え方か ら,学 年の段階 に応 じて,児 童が様 々な学習活動を学

習の方法 として身に付け られ るようにす るために,次 のよ うな系統を考えた。

低学年=教 師 と一緒にな って,数 多 くの学習活動 を体験す る。

塾 雛;1禦一
3児 童理解の工夫 と評価の生か し方

ll)児 童を多面的にとらえる共感的な児童理解

児童は,本 来,よ り向上 したい,よ りよ く生 きたい とい う強い意志 や願望を もって いる。

支援の要諦 は,ま ず教師が こう した肯定的 な児童観に立っ ことであ り,一 人一人が もっよさ

や可能性 を見出 し,よ り豊かに伸長 させ ることであ る。

評価活動において も同様に,教 師が児童の側に立 って共感的 に理解す ることにより,児 童

は自分の存在に自信を もち,自 分を表現す ることに大 きな喜びを感 じる ものと思われ る。そ

こで,次 のよ うな基本姿勢の もとに学習指導を展開す ることに した。

○ 知識や技能面だけを重視することな く,言 語に対す る関心 ・意欲 ・態度 について も日常

の生活場面か ら幅広 くと らえてお くようにす る。

○ 児童の発表や作品などを継続的に評価 し,学 習の過程で変化 して い く児童の読みを成長

の一つ とと らえ,決 して固定的に とらえないよ うにす る。
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(2)主 体的な学習につなが る自己評価 ・相互評 価

児童が生涯にわ た って主体的な読み手 と しての学習態度 を確立す るためには,自 己評価力

の育成が不可欠で あると考え る。そ こで,学 年の発達段階や学習内容に合わせて,カ ー ドを

活用 した り,自 分の読みを見っめ直す感想を書かせた りす るな ど,自 己評価の方法を 多様 に

工夫す ることに した。教師がその 自己評価の結果を1時 間 ごとに目を通 し,一 人一 人の読 み

や学習の状況を読み取 り,個 に応 じた支援や授業改善 に役立て ることによ り,児 童 は自らの

学習を振 り返 り,見 通 しを持 って次の学習に臨む ようにな って きて いる。

また,学 ぶ意欲 を喚起す るものと して,相 互評価が大 きな役割を果たす もの と考え る。授

業の中に相互評 価の場面を適切 に位置付ける ことによ り,「A君 の考えは,ぼ くの気づ かな

か った素晴 らしい考えだ」と友達か ら触発 された り,読 みの交流の中で 「友達が私の考えを

聞いて くれたJな ど友達か ら認 め られた喜びが聞かれた りす るようにな って きた。 こうした

何で も言い合え る学級の雰囲気を醸成することも,主 体的な読み手 を育てる要件 として とら

え る必要がある。

(3)学 習過程 における指導 と評価の一体 化

児童一人一人の読みを的確に とらえ,そ れに対応 した支援をす るためには,学 習の過程 に

おける評価を工夫 し,指 導 に生 か してい くことが大切であ る。

本研究では,特 に継続的な評価活動を重視 し,前 時 までの児童の学習内容が本時 に生か さ

れ るよ うな方法を工夫 した結果,学 習指導案のほかに下記 のよ うな 「個 に応 じた支援計画」

を作成 し,そ れを本時 に活用す る実践 が多 く見 られた。

A子

① ハ リネズ ミたちが言 っ

て いる言葉を,気 持 ち

が表われ るよ うに読む。

②読み取 りが やや表面的

になるので,対 話 しな

が ら,気 持 ちを深 く想

像 させ るよ うにす る。

E男

① 人間の ことをおっかな

いと言 っている意味を

知 りたい。

②言葉の とらえ方が辞書

的意味を理解 した とこ

ろで立 ち止ま って しま

う。想像する ことの大

切 さをわか らせた い。

B子

① ジ ャ ッ ク じい さ ん とハ

リネ ズ ミの 気 持 ち を 想

像 し な が ら読 む 。

②めあてか らそれずに読

み進めるように助言す

る。

F男

① ハ リ ネ ズ ミと ジ ャ ッ ク

じいさんの会話を考え

て読 む。

②表現活動への意欲が高

ま っ て き て い る 。 朗 読

の 工 夫 を す る 中 で,さ

ら に 深 い 読 み に な っ て

い く よ う に さ せ た い 。

C子

① ハ リ ネ ズ ミ と ジ ャ ッ ク

じ い さ ん の 明 か り に つ

い て の 考 え を 読 み と る 。

② 朗 読 は 大 変 意 欲 的 で あ

る。 表 現 の 工 夫 を す る

と き に,根 拠 と な る 読

み を さ せ て い き た い 。

D男

① ハ リ ネ ズ ミが 月 や 星 に

対 して ど う い う気 持 ち

を も っ て い る の か を 読

み 取 るQ

② 真 面 目 で あ る 。 思 考 が
一 面 的 に な り や す い の

で,豊 か に 深 く読 み 取

れ る よ う に さ せ た い 。

個 に応 じた支援計画

氏 名

①本時の個のめあて

②児童の学習状況と支援
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皿 実践 事例

1楽 しく読み合 うための学習活動の工夫(第1学 年)

(1)単 元名 「楽 しい音読発表会を しよ う」

(2)教 材 名 お じさんのかさ

(3)研 究主題 との関連

本教材は,全 文が リズム感に満ちて いて,音 読 に適 して いる。音読の楽 しさを感 じ始めて

いる1年 生 にとって,グ ループで工夫 して 「楽 しい音読発表会に しよう」という本単 元は,

児童の意欲を喚起 させ た。児童が大好 きな音読の機能 を積極的に取 り入れることによ り,授

業改善の きっかけをっかむ ことがで きた。

楽 しく読み合 うためには,教 師の適切な支援が重要であ る。児童を多面的に とらえ共感的

な児童理解に努めた。特に,音 読や話 し合いにお いて は,す ぐその場で伸 びた点やよい所 を

評価 し,大 いに認めることでよ りよい方向へ変容 して いった。一斉の場 における支援や個別

の支援を即時 に,あ るいは適時に行 うことによ り,児 童の学習意欲が高 まった。

(4)学 習計画の概要(全12時 間 本時8/12)

学 習 舌 動 楽 し く 読 み 合 う た め の 支 援

0全 文を読み,や ってみたいことやお もし

ろか った ことなどを書 く。

○ どん な音読発表会 に したいかを話 し合

い,め あてを持つ。

・最 後 まで 自分 の 力で 読 む よ うに励 ます 。
・少 しで も書 くこ とが で きた らほ め る。
・音読 発 表 会の イ メー ジを一 人一 人が持 っ ことが

で きるよ うに話 した り,ビ デ オ を観 た りす る。

楽 しい音読発表会を しよ う。

○ お じさんの気持 ちを想像 して動作化 した

り吹 き出 しに書 いた りす る。

○お じさんの気持 ちが表れ るように音読す

る。

0グ ループで工夫 して音読の練習をす る。

○楽 しい音読 発表会に向けて招待状を書 い

た り,グ ループで音読の練習をす る。

0楽 しい音読発表会をす る。

・いっ ,誰 に観 せ た いの か を 明確 にす る。

・大切な言葉や文 に着目 して発言で きた ら大いに

認め る。
・よい所や,伸 びた所を認め励 ます。
・グループで励 ま し合いなが ら分担読みを した り

役割読 みをす る。
・音読のめあてを言 ってか ら音読をす る。

月

・特 に 自分 のが ん ば った 所 を書 くよ う助言 す る。1

・他 の グルー プの 工夫 して い る点 や ,よ い所 に気1

付くように助言する・ ⊥ ⊥ 」
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(5)展 開(8/12)

① 目標

・ 雨の中に入って いったお じさんの気持 ちを読み取る
。

・ お じさんの気持 ちを想像 して吹 き出 しに書 いた り,う れ しい気持 ちが表れるように音

読 した りす る。

② 展開

学 習 活 動

1.前 時 の学 習 を想 起 す る。

2.本 時の学習範囲を確かめ る。

3.お じさんの気持 ちを考えなが ら,微 音読

をす る。

4.指 名読みを聞いて,お じさんの気持 ちが

表れ るよ うに音読できたところを発表 し,

話 し合 う。

5。 お じさんの気持 ちを考えて,吹 き出 しに

書 き,発 表す る。

6.グ ルー プで 工夫 して音 読 す る。

7.自 己評 価 をす る。

楽 しく読み合 うための支援(0)と 評 価(●)

0お じさんの会話文を工夫 した り,動 作化 した

りする。

0「 楽 しい音読発表会を しよ う」のめあてを確

認 し意 欲を高あ るよ う助言をす る。

Or上 か らも下か らも」の所を学習課題 に して

いる児童を紹介す る。

●友達の音読 を聞 いて,よ い所 を見つけること

がで きたか。

0あ まり書 くことがで きない児童には,助 言を

したり,初 めの部分を書 いた りす る。

○早 く書 き終えた児童 は,5回 以上吹 き出 しを

小 さな声で読 む練習をす るよ うに伝える。

●雨の音 を楽 しんで いるお じさんの気持 ちを吹

き出 しに書 くことができたか。

○ グループ練習の中で,友 達を励 ま した り,自

分達で もっと工夫を しようとす る発言が見 ら

れた ら大いにほめ る。

●友達の発表を聞いて,よ い所を見つけること

が できたか。

○一 人一人の伸 びた所を認める。
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(6)考 察

① 内発的な学習意欲を生かす単元構成の工夫

学習のめあて 本単元の学習のめあては,「楽 しい音読発表会を しよ う」である。1年 生の

発達段 階 と,児 童の願 いと教材の特性 とを考慮 した。児童の大好 きな活動であ る音読を積

極的に取 り入れ たので,学 習意欲が高 まり,音 読 カー ドによ る練習 も熱心 に取 り組んで い

た。 また,誰 に,い っ,ど のよ うな所で音読発表会を行 うのか話 し合 うことよよって,一 人

一 人のめあての イメー ジを明確に した
。 これは児童の意欲を持続 させる上で有効であ った。

学習計 画 児童の側 に立 った学習計画を立て るよ うに したJ児 童 の意識の流 れを大切 に し

なが ら,叙 述に即 して楽 しく読み合 うことがで きる学習計画に した。毎時間,学 習のめあ

てとの関連を明確 に示す ことで,読 み取 ったことが音読 に表れるようにな って きた。音読

を,毎 時間効果的 に取 り入れ読み深め る学習が楽 しくできたので,め あての意識 も高 まっ

ていった。

② 児童理解の工夫 と評価の生か し方

共感的な児童理解 児童一 人一人を認 め,共 感的 に愛情 を もって受 け止め ることが大切で

ある。 しか し,毎 時間,全 ての児童 に適切 な支援をす ることは困難である。そ こで,個 に

対す る支援を適切 に行 うために,座 席表を活用 した個に応 じた支援計画を作成 し,指 導 に

役立てた。 ワー クシー トの評価 も,よ く読み取 って いる ことやその子 なりに伸びている点

などを赤ペ ンで児童に分か りやす く記述 し掲示することで友達の よい所を見つ け合 うこと

がで きた。 また音読や発表の後で,友 達のよい面を見っ け合い,児 童相互で も支援 し合 う

ことは自分の読みを高め るのに有効で あった。単元全体の中で,ど の児童 も認め られ る喜

びや満足感が得 られ るように個に応 じた支援案を活用 した。

効果的な即時の支援 特 に低学 年において は,教 師がす ぐに認め評価す ることによって学

習意欲を大いに高め ることがで きた。 「この子の ここが よい。」と具体的 な評価のポ イン ト

をその場で示す ことが,児 童の意欲付 けに効果的であ ることが分か った。音読や話 し合い

において も,教 師が即時に支援す ることによって,友 達の よさに気付 いた り,読 みの力を

確かな ものに したりすることがで きた。本単元では,お じさんが とうとうかさを開いて し

まったのは,二 人の子供が元気よ く歌 った歌にっ られたか らである。歌の所を楽 しそ うに

節 をつけて元気よ く音読で きた児童を教師がす ぐにほめることで,他 の児童 も,お じさん

の気持 ちの変化 に気付 いた り,ど のように歌 った らよいのかを工夫 したりするようにな っ

た。話 し合いや表現活動での教師の助言 は,発 表 した児童 に対す る個別の支援であると同

時 に,ク ラス全体の一斉の場 における重要 な支援で もあることが実践 を通 して分か った。

一11一



2一 人一人が表現する活動 を通 して,生 き生 きと読み進める学習活動 の工夫(第3学 年)

(D単 元名 「絵本を作 ろう」

(2)教 材名 サーカスの ライオ ン

(3)研 究主題 との関連

本教材 は,サ ーカ スの持っ独特 の雰囲気が児童の空想 力を刺激 し,随 所に見 られる擬音,

擬態語や比喩表現が更に想像力を高め させ る作品である。私たちは,児 童が本教材 と出会 っ

た時,主 人公 じん ざの行動を絵 に したい欲求が 自然に涌 いて くるので はないか と考えた。 そ

して,本 学級の実態か ら見て,絵 本 とい う一っの作品の完成を 目指す ことが,児 童の意欲の

継続や成就感 につなが るもの と考え,単 元全体のめあてを,「 絵本を作ろう」 と設定 した。

また,様 々な表現活動を通 して主体的 に読み,読 み取 った内容を友達 と交流 し合 うことで

更に,個 の読みを深めることがで きるものと考え,本 単元において は,場 面に応 じて幾っか

の表現活動を共通に体験す ることと した。 これは,こ う した体験を積み重ね るなかで児童が

自分 に合 った学習方法 を選んで いけ るようにす るための一っの ステ ップであ ると考える。

さらに,児 童一人一 人を共感的に理解 し,児 童の豊かな自己実現を支援 して い くための評

価の生か し方 として 『個に応 じた支援計画』r支 援 と評価を明記 した学習指導案』r自 己評価

・相互評価の工夫』の視点か ら改善 を図 ることに した
。

(4)学 習計画の概要(全12時 間 ・本時10/12)

学 習 活 動 表現す る活動を通 して,生 き生 きと読み進め るための支援

○初発の感想を発表 し合い, ・終 末 の 活動 を イ メー ジで きる よ うにす る。

学 習のめあてを もつ。 ・単元全体を見通せ るよ うな学習計画カー ドを工夫す る。

○学 習計画を立てる。 絵 本 を 作 ろ う。

○場面 ごとに,じ ん ざやお じ

さん、男の子の気持 ちを想
・場面に合ったいろいろな表現方法 を取 り入れ る。

像 した り,気 持 ちの変化 を
☆サ イ ドライン ☆吹 き出 し ☆話 し合い ☆手紙

読み取 る。
☆音読 く人物の気持ちや場面の情景を想像 しなが ら工夫

○男の子を救い出す場面の緊
して読 む)等 。

迫 した じんざの行動を読み
・吹 き出 しや手紙などの学 習記録 を絵本 として と じ合わせ

取 る。
ることによ り児童の成就感を大事 にす る。

0完 成 した絵本 を読み合 う。

0あ とが きを書 く。
}

・楽 しい雰囲気を作 り出 し作品を読み合 う場 を設定す る
。
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(5}展 開(10/12)

① 目標

・ 男の子を救い出す場面の緊迫 した じん ざの行動を読み取 る。

・ じん ざの行動 か ら男の子に対す る思 いを読み深め,吹 き出 しに書いた り音読 した りす

る。

② 展開

学 習 活 動

1.前 時 まで の学 習 を想 起す る。

2.本 時 の め あて をつ か む。

生 き生 きと読み進め るための支援(○)と 評価(●)

○声に出 して読み,意 識付 ける。

ウ ォー ッと ほえ た と きの じん ざの 気持 ちを考 え よ う。

3.学 習範 囲 を読 む。

4.火 事の様子を詳 しく表 している言葉,

じん ざの気持 ちが分か る言葉にサ イ ド

ライ ンを引 く。

5.ラ インを引 いた言葉を発表す る。

6.様 子を詳 しく表 している言葉 に気を

付 けて音読す る。

7.rウ ォー ッ』 と力 の限 りほえ た じん

ざの 気持 ちを想 像 して,吹 き出 しに書

く。

8.吹 き出 しに書 い た こ とを発 表す る。

9.気 持 ちを こめ て 音読 す る。

10.自 己評 価 をす る。

●手がか りとなる言葉に着 目 して,サ イ ドラインを

引 くことがで きたか。

○言葉に着目で きない児童や,な かなか ラインが引

けない児童 には助言する。

○言葉に着 目 して いる児童 は,発 表できるよ うに励

ます。

○本文の叙述の順序に板書 し,場 面の状況の イメー

ジを明確にする。

○話 し合 ったことを生か して,班 で協 力 して音読す

るよう助言する。

●気持ちや場面の状況を想像 して音読で きたか。

○ペープサー トを使 って,rウ ォー ッ』を声に出 し

て読んでみ るようにす る。

●気持 ちを想像 して吹 き出 しに書けたか。

○ 自信を持 って発表で きる雰囲気をっ くる。

○工夫 して読んでいるところを大 いにほめる。

○次の時間への意欲 にっなげるよ うにす る。
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(6)考 察

① 内発的な学習意欲を生 かす単元構成の工夫

1学 習のめあCl単 元全体のめあて ・絵本を作ろ う・は,児 轄 らの興味 ・関心 に基づ くも

のであ り,絵 本の完成 とい う楽 しい終末の活動の イメージと,そ れ までの具体的な活動の

見通 しを持 ちやすいため,学 習意欲を継続 させるうえで有効であ った。 また,毎 時間 ごと

の読みのめあてを書 いた学習計画カー ドも,学 習に 見通 しを与え,児 童はそれにより目的

を持 って読み進め ることがで きた。

また,め あてが全員の もの となるには,児 童一 人一人の読み取 りが大切であ ると考え,通

読後2時 間続 きの時間を設定 し,教 材を じっ くり読む時間を保障 した。その ことにより主

題 に迫 る感想を持っ ことがで き,毎 時間ごとの学習のめあてを考え るうえで,効 果があ った。

圃 個の読みを深め,広 げるために多様な表現活動を緻 させることが腰 である

と考え,教 材や学 習過程にふ さわ しい表現方法を選んで活動 させた。本時では,音 読 と吹 き

出 しを取 り上 げた。音読は理解を深め るもの と して,多 くの場面で設定 したが,そ れぞれの

音読のね らいを より明確にす る必要があ った。吹き出 しは,登 場 人物になり切 り,言 葉を大

事に して,思 考力や想像力を働かせなが ら文章を読む力を付けるための有効な方法であった。

② 児童理解の工夫 と評価の生か し方

支援計画としての麟i引 指導に生かす評価とするために,学 習内容をどの程度理解でき

たか,ど のよ うな思考で学習を進 めているかな とを教師が理解 している必要があ る。そ こ

で,事 前 に実態調査を行い,一 人一人が現在持 ってい る読みの力を把握 した。次に,こ の

結果を基に本単元の学習で付 けさせた い読みの力を洗い出 し,個 々の支援計画を立てた。

これ らを座席表 にま とめてい く過程で,支 援の内容をより明確にす ることがで きた。指導

の補助的な資料 と しての座席表の作成及び活用は児童 を理解す るうえで非常 に有効であ る

と実感 した。

1自 己評価 ・相互評価の工夫1自 己評価は,関 心 ・意欲 ・態度の よ うな内面 的働 きを とらえ

るうえで大切であ り,ま た,自 己教育力の育成にっなが る ものである。そ こで本単元で は

r毎 時間,学 習のめあてに対 して,3段 階で評価す る』r吹 き出 しや手紙 を書 いた画用紙

の一部分に,そ の時間の感想を書 く』 とい う方法を試みた。 これ らの活動 は,児 童自身が

その時間の学習を振 り返 るだけでな く,次 時への意欲付けにもなった。 また,相 互評価 は,

友達のよさを認め 自分の読みに生かす ものと して,本 単元では,吹 き出 しや感想が書かれ

た作品をその都度掲示 して相互に評価を行 うよ うに した。 さらに,今 後 は学 習時間内にお

いて も相互評価の場 を設定す るような工夫を していきたい。
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3一 人一人がめあてをもって読み進め、自分の考 えを広げる学習活動の工失(第4学 年)

t1)単 元名 「わた しの 『一つの花』 ノー トを作 って友達 と読み合お う」

(2>教 材名 一っの花

(3)研 究主題 との関連

本単元で は,学 習過程にそって以下の3点 か ら支援の工夫を し,主 題 に迫 りたいと考え た。

① 学習のめあて を作 る段階で は,「 一っの花 ノー トを作 ろう」を児童 に提示 した。学習が

終わ った時のまとめの姿が イメージ しやすい ことか ら,目 的意識が明確になり,学 習に対

す る見通 しが持て るようになると考えたか らで ある。

② 自分の考えを持 ち広げ る段階では,学 習方法 の選 択と学習形態の工夫を図 った。2単 位

時間の前半では,自 分の考えを もつために一人学習の時間を取 り入れ た。 キー ワー ドを押

さえ るための方法 と して,心 情曲線や書 き込みを提示 した。後半では,読 み取 った内容 を

表現す る時に,吹 き出 し ・日記 ・手紙 の3種 か ら選択 させ るように した。 児童の興味 ・関

心 に応 じ,豊 かな個の読みを引 き出 して育ててい くたあの方法と して,効 果が期待で きる

か らで ある。 また,読 みの交流の場を持 ったの は,互 いに意見を取 り入れ ることで考えを

広げ られ るか らである。

③ 相互評価 ・自己評価を取 り入れ,児 童が学習を振 り返 ることによ り,次 の学習への意 欲

を高め,学 び方を身に付け られ るように した。

(4)学 習計 画の概要(全11時 間 ・本時8～9/11)

学 習 活 動 自 分 の 考 え を 広 げ る た あ の 支 援

○全文を読み,初 発の感想を書 く。

○学習のめあてを作 る。

・作品 に出会った時の興味 ・関心を生かす。

・初発の感想を分析 し,個 に応 じた支援計画を

立て る。

わ た しのr一 つ の花 』 ノー トを作 って,友 達 と読 み合 お う。

h___畔

0学 習計画を立て る。

場面 ごとの学曹課題を作 る。

時代背景をっかむ。

・既習の学習の流れを提示す る。

・インタビューの仕方,依 頼の手紙の書 き方の

手引 きを用意 する。

0自 分の選んだ学習方法で場面ごとの登場

人物の様子や心情を読み深める。

・学習方法 についての手引 きを用意す る。

(吹 き出 し ・日記 ・手紙)

・読みを交流す る場を設定す る。

○ 「一 っの 花 ノー ト」 の あ とが きを書 く。

○ ノー トを読 み 合 い,一 言 感 想 を書 く。

・振 り返 りの観 点 を 示す 。

・友 達 への 紹 介 のペ ー ジとな るよ うにす る。
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(5}展 開(8～9/1D

① 目標

一輪のコ スモ スを ゆみ子に託 し
,何 も言わずに汽車に乗 って しまったお父さんの気持 ち

を想像 し,日 記 ・吹 き出 し ・手紙の中か ら方法を選択 して,自 分の読 みを深める。

② 展開

学 習 活 動

1.本 時 の め あて を つか む。

自分の考 えを広 げるための支援(○)と 評価(●)

一輪の コスモ スをゆみ子にわた した時のお父さんの気持ちを想像 しよ う。

2.本 時の学習範囲を読む。

3.お 父さんの気持ちの表れて いる言葉を

見っけ,自 分の考えを書 く。

(前半)

4.お 父 さんの 気 持 ち につ いて,自 分の 考

え を もとに話 し合 う。

・グルー プで話 し合 う。

5.自 己選択 した方 法で,読 み 取 った こ と

を 表現 す る。

6.い ろいろな方法で書 いた内容を聞き合

いお父さんの気持 ちを読 み深める。

r(
1.学 習感 想 を書 き,自 己評価 をす る。

(後 半)

●心の グラフや書 き込みなどの方法 を選 び,父 の言

動に対す る自分の思いが書けたか。

0一 っの方法が終わ った児童 には別の方法に取 り組

む よう促す。

○ キー ワー ドが見っけ られない児童 は,サ イ ドライ

ンを引いた ヒン トカー ドを使 って書 き抜 きを し,

書 き込みができるよ うにす る。

○焦点化された語句を もとに話 し合 う。

●同 じ学習の方法をとる児童の グループで意 見交換

す ることができたか。

●吹 き出 し ・手紙 ・日記の中か ら選択 し,父 親の気

持 ちを想像 して書 くことがで きたか。

○一っの表現方法が終 わった ら,同 じ方法で立場 を

変えて書 くよ う助言す る。

○なかなか書 き出せない児童 に,書 き出 し文を書い

た ヒン トカー ドを与える。

● 自分の考え と友達の考えで似て いるところや違 っ

て いるところに気付 き,自 分の読みを見直す こと

がで きたか。

○ 自己評価を し,次 への意欲にっなげ る。
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(6)考 察

① 内発的な学習意欲を生かす単元構成の工夫

学習の見通 し 「わた しの 『一っの花』 ノー トを作 り,友 達 と読み合お う」 とい う終末の

活動 を イメージす ることで,児 童は目的意識や相手意識を もっ ことがで きた。 また,r一

っの花』 ノー トの内容を どのようにす るか考え ることによ り,場 面 ごとの課題設定や時代

背景にっいて調べた りす る学習の必然性が生まれた。 その結果,ど の児童 も学習の見通 し

を持 ち,意 欲的 に学習をすることがで きるよ うにな った。 また,自 分だけの ノー トがで き

あがる こと も大 きな魅力であ り,意 欲の持続 にっなが った。

学 習方法 ・学習形態 課題 にそ って文章 を読む過程 で,自 分の考えを もち,広 げ るために

は,個 に応 じた支援を計画的に行い,一 人一人の個性を生かす学習方法を選択 させ る必要

がある。書 き込みをする,心 情曲線 に表す という学習方法で,ど の児童 も手がか りとなる

語句を見っけたが,一 人学習の時 間を確保 した効果だ と考え る。 自分の好 きな表現方法を

選 び,想 像 した ことをまとめたが,児 童は,物 語の世界に浸 ることがで きた。児童が作 っ

た ノー トの あとが きには,「 サ イ ドライ ンを引いて書 き込む だけでな く,書 き抜 きをす る

の もいいと思 う。」とか,「 私は,日 記や手紙などで登場人物 にな りきって書 くのが得意 に

な った。」などの感想があ った。児童が文章を読むための方法を知 り,満 足感 ・成就感を

もったことが分かる。 さ らに,意 見交流することは,自 分と友達 との読みの違 いに気付 き,

よさを取 り入れていくことにっなが った。 グループ作 りの方法にっいては今後の課題 と し

て残 った。

② 児童理解の工夫 と評価の生か し方

腔 の励 返 り 終末で は,で きあカ・った ノー トを互いに読み合い読 みや学習方法の違

いにっいて発見 したことを書いた。 自分のよさを友達 に認め られた喜びは大 きか った。 ま

た,自 己評価の方法 として 「わた しが主役 」カー ドに,毎 時間 ,学 習課題 ・達成度 ・次 に

がんば りたいことな どを記入 した。必ず教師か らの一言を添え,一 人一人の努 力やよ さを

認 め励ます よう心がけた。その ことで,児 童は次の学習への意欲を もち,教 師 は児童の傾

向や課題を把握す ることがで きた。今後 も振 り返 りを重視 し,学 ぶ態度を育ててい きたい。

個に応 じた支援計画 児童一人一人に適切な支援 を行 うことが主体的な読み手 を育て るこ

とであると考え,学 習状況一 覧表を作成 した。達成 目標 ・評価内容 ・学習方法 ・評価規準

を組み入れ,個 に応 じた支援計画を立てた。 この ことは,一 人学 習の時に課題 に向か って

学 習 してい く児童を育て ることに効果があ った。 児童の学習状況に対 して共感的理解がで

きるの も,こ の ような実態の把握があ るか らこそであ ると考える。
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4一 人一人がめあてをもって読み進 め、 自分 の考えを深める学習活動の工夫(第5学 年)

(1)単 元名 「○○小学校 に朗読 カセ ッ トブックを送ろ う」

(2)教 材名 麦畑

(3)研 究主題 との関連

自らめあてを もって学習に取 り組む ことや これ まで身に付けた基礎基本の力を駆使 して自

力でめあてを達成す ることは,主 体的な学習を成立 させ る重要な要素である。本分科会で は,

こうした 「主体的な学習の仕方」を身に付 けた児童を育成す るために,r単 元構成 の工夫」

「児童理解の工夫 と評価」について追究 していきたいと考えた。

本単元の学習のめあて(終 末の活動)は,「00小 学校 に朗読カセ ッ トブ ックを送 ろ う」

であ る。「00小 学校 に送 る」 とい うことか ら相手意識が生 まれ,「 いい朗読テープを作 りた

い」 という思 いや願いか ら目的意識 ・読みの必然性が生まれ る。また,そ の必然性に支え ら

れて児童は,自 らの読 みのめあて 一学習課題 を意欲的 に見っける ことがで きると考 え られ る。

児童の 「自ら読み進める意欲」を喚起 ・持続 させ るためには,学 習活動や学 習形態の多様化

・弾力化を図 りなが ら単元構成を工夫す ること,児 童一人一人の願いや課題 にそ った支援 の

方策を具体化す ることが大切であ ると考え,研 究を進めて きた。

(4)学 習計画の概要(全15時 間 ・本時6/15)

学 習 活 動 考 え を 深 め る た め の 支 援

○文題を考えて全文を読み,初 発の ・全員の感想を印刷 して配布 し,そ の内容を もとに し

感想を書 く。 て話 し合 うようにす る。

○感想を もとに して話 し合い,学 習 ・相手 ・目的を明確 に して意欲付けを図る
。

のめあてをもつ。1

○○小学校 に朗読 カセ ッ トブ ックを送ろ う。

○情景の描写を味わいなが ら読む。 ・学習 ノー ト(朗 読台本)の 書 き方を全員が分か るよ

うに,て いね い に指導 す る。

○ハ リネズ ミたちの自然に対す るも ・手がか りとな る言葉に即 して想像するよ うに助言す

のの見方や考え方,人 間に対す る る 。

思いをっかむ。 ・学 習状 況 に応 じた ヒン トカー ドを用 意 す る
。

○読み取 ったことを もとに して工夫

して朗読す る。

○役割を分担 して,朗 読練習をす る。 ・ 「○○小学校の友達」が聞いた り読んだ りす ること

○朗読解説書を作る。 を常に意識 で きるよ うに励 ま して助言す る。

○テープに吹 き込み相手 に送 る。 ・録音機器 ・活動の場を保障す る
。
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{5)展 開(6/15)

① 目標

ハ リネズ ミと ジャ ッ クじい さん の言 動 を イ メー ジ豊 か に読 み,二 人 の もの の感 じ方 ・考

え 方 に 気付 く。

② 展 開

学 習 活 動 自分の考 え を深 め るための 支援(○)と 評 価(●)

1.全 体 の学 習の め あて と 自分 の学

習 課題 を確認 す る。,

2.音 読 し,朗 読 の台 本 作 りをす る。

・学 習範 囲 を 音読 す る。

(P8765～p8962)

・め あて を 解決 す るた め の 大事 な言

葉 にサ イ ドラ イ ンを引 き,自 分の

考 え を書 き込 む 。

3.台 本 に書 き込んだ内容について

グループで話 し合い,そ れを生か

して朗読練 習をす る。

4,ノ ー トに 今 日の学 習 の ま とめ を

す る。

○ 自分が解決 したい課題 を明確 に し,自 力で学 習を進

めようとす る意欲を高めるようにす る。

○ 「個に応 じた支援計画Jを 作成 し活用する。

●学習範囲 をっかみ,正 しく音読で きたか。

○言葉に着 目で きない児童や書 き出せない児童には個

の課題に立ち返 るよう助言 した り,ヒ ン トカー ドを

渡 した りす る。

○友達 と意 見を交流 したい箇所 には印を付けてお くよ

う助言す る。

●手がかりとなる言葉に着 目し,自 分の考 えを書 き込

むことがで きたか。

○グループで解明で きない課題 にっいては,全 体に提

起 して話 し合 うよう助言す る。

●意欲的に自分の考えを話す ことがで きたか。

●工夫の視点を明 らかに して朗読で きたか。

○感想に書かれた内容を共感 的に理解 し,次 時の学習

に生かす ようにす る。
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(6)考 察

① 内発的な学 習意欲を生かす単元構成の工 夫

学習のめあて ・学習課題っ くり 本単 元の学習のめあて 「OO小 学校 に朗読カセ ッ トブ ッ

クを送 ろう」は,児 童の実態(興 味 ・関心)を とらえて教師が提案 した ものであ る。 児童

はこの投げか けに目を輝かせてとびついた。興味関心が生か され相手意識が明確にな った

ことで,学 習への構えが意 欲的 にな った もの と考え られる。 「いい朗読カセ ッ トブ ックを

作 るためには,ど んな学習を して いけばいいですか。」 との発問に,児 童 は,「 情景や人物

の気持 ちを詳 しく読み取 ることが必 要だ と思 う。」 と答えた。 これ は,児 童が 自 ら読みの

めあて=学 習課題を引き出 したことになる。「情景を思い描 きなが ら読 もう」「生 き物たち

の気持 ちを考えなが ら読 もう」を学級全体の共通課題 と しなが ら,場 面 ごとによ り具体的

な個の学習課題を作 り学習を進めた。

15時 間に及ぶ単元学習であ ったが,児 童の意欲や集中力は途中でとぎれ ることがなか っ

た。いい朗読テープを作 って送 り,喜 んで もらいたい……という願 いや思 いがあ り,何 の

た めに読むのか とい う必然性があ ったか らにほかな らない。教師が一方的 に与え る学習の

めあて ・学 習課題で はな く,児 童が 自ら学ぶための学習のめあて ・学習課題づ くりを更に

追究 してい きたいと考え る。

学 習活動 ・学習形態 自らの疑問や課題を自力で解決するため に,自 分で考えた り,調 べ

た り,判 断 した り,表 現 した りす る活動を重視 して きた。今後は,更 に多様な学習活動を

経験 させなが ら学習課題追究のために自 らその方法や学習形態を選択で きるよう協 力的な

指導を積み重ねてい きたいと考えている。

② 児童理解の工夫 と評価の生か し方

児童一人一人のよ さや可能性 ・願いや思いを的確 につかむ ことが大切である。本単元で

は,そ の考 えを具体化す るために 「個 に応 じた支援計画」を作成 した。 「個の学習課題 」

と 「支援の方策」を盛 りこんだ ものであ る。児童一 人一人がそれぞれ異 なる課題 ・学習活

動 ・学習速度で学習 を展開す るとき,そ の対応はなかなか困難を極め る。 しか し,児 童の

側 に立 った支援が適切であればあ るほど,児 童の興味 ・意欲 ・態度に 更に深 まり,主 体的

な学習の仕方 も身に付いて い くことを実感 した。学習過程における支援 と評価の一体化を

図 りなが ら,長 期的な児童の変容(興 味 ・関心 ・意欲,学 習状況,成 就感 ・満足感など)

を把握 して,よ りよい 「個に応 じた支援計画」づ くりを 目指 した いと考え る。
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5一 人一人が作品に自らかかわ って読み進める学習活動 の工夫(第6学 年)

q)単 元名 「夢 はどの ようにえがかれるのか」

(2)教 材名 風の強い日 他

(3)研 究主題との関連

高学年A分 科会で は,一 人一 人の児童が作品(一 教材)に 深 くかかわ ることがで きた時,

次のよ うな読みの姿があ らわれ るとと らえた。

』}一 一 一{「

① 作品の言葉を受 けて豊かな イメー ジをっ くり上 げ る。!

② 自分の経験 と作品の言葉か ら,自 分に とっての新 たな意味を発見す る。

③ 作品に感動する。作品を批評する.

④ 作品を読む ことを通 して自己の生 き方を見つめる、

上記のよ うな観点で児童の読みを評価 し,児 童一人一人が主体的 に学ぶ ことを支援す るた

あに,本 実践では次の点を重点的に追究 した、

① 単 元構成を工夫す ること

② 児童が意欲的に取 り組め るような授業設計を行 うこと

⑧ 児童の個性を生かす学習方法を工夫す ること

(4}学 習計画の概要(全19時 問 ・本時ll/19)

学

}　 一 一 一 一　一 一 　』 一 一一 　 『一 「 一　 一 『 一

習 活 動

○全文を通読 し,最 初の感想文を書 く。

○感想 を紹介 し合い,単 元全体のめあて

を もつ。

1一 人一人が 自ら作品にかかわ って読み進めるため1

の支援1

・期待す る読み を上記の四つの観点で評価 し,更

に深 く作品 にかかわ ることがで きるよ うに単元

計画を 見直す。
・一読後の感想 文の一覧表を資料と して配布 し読

みの傾向を踏 まえてめあてづ くりをする。

r夢 はどのようにえがかれ るのか』というテーマで表現 発表会を しよ う。

○ グル「プ別に表現活動を行い,中 間発

表会で相互に批評 し合う。

○ 表現発表会を行う。

0新 出漢字,難 語句等の まとめをす る。一

・根拠を叙述 に求め るように話 し合いをさせ る。

・中間発表の時 の学 習が どのように生か されてい

るか とい う観点 で評価する。
・基本的な言語 事項は確実 に押 さえる。
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(5)展 開(11/19)

① 目標

・ 本 時 の課 題 を もと に ク ジラの姿 を イ メー ジ豊 か に読 む
。

・ 友 達 の読 み を参 考 に して ,自 分 の 読 み を 見っ め直す 。

② 展開

学 習 活 動
自ら作品にかかわって読み進めるためあ「

1
支援(○)と 評価(●)

1.グ ル ープ に分 か れて 表現 活 動 を行 う。 ○特に注意 して読みを評価したい児童の活

(紙芝居,劇,人 形劇等の手法で朗読のグ 動の様子を中心 に観察 し,本 時の展開 に

ル ー プ学 習を 行 う。) 生かすよ うにする。

●学習課題に対する自分なりの考えを もっ

て いるか どうかを把握す る。

2 本時の学習課題 について話 し合 う。

「私達は,ク ジラの こうい う所が好 き」とい う話題で考えを話 し合おう。

・ユ ーモ ラ スな ク ジラの姿 が 好 き ●一 人一人の児童の発言が どの ような意味

・夢に対す る一生懸 命さが好 き を持 って いるのかその真意をとらえ,友

d 達の どの意見 とかかわ りがあるのかが明

確になるよ うに板書す る。「

で は,rぼ く』 は ク ジ ラ に 対 して ど の

ような気持ちをもったのだろう。
LJ

○話 し合いは児童の相互指名を原則とする

↓
が必要と判断 した場 合には,授 業者が意

図的に指 名 し,話 し合いの活性 化を図 る。r 11

1

1

1

彊

1き っと私達 と同 じ気持 ちを もっただ ろ う。1

三

○叙述 に即 して イメー ジした クジラ像を語

らせ るようにす る。必要に応 じて 「どの
↓

言葉か らそ う思 ったか」を問いかける。「 ■

では,ク ジラの姿を生 き生 きと表現 しよ

う 。

3.

}」

学 習感想を書 く。
○本時の学習に対する自己評価であること

・

と同時に次時の学習をっ ぐる大切な資料

になることを意識 して書けるよ うに配慮

す る。

●発言の無か った児童の考えを把握 し,本

時の教師側の評価のための資料 として生

かす 。
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(6)考 察

① 単元構成を工夫すること

本実践の単 元では 「『夢 はどのよ うにえがかれるのか』 とい うテーマで表現発表会を し

たい。」 とい う児童の願 いを学 習のめあて とした。終末の活動像が明確であ ったため,児

童は見通 しを持 って学習 し,主 体的に読み合 うとい う活動 にっなが った。

単一の教材ではな く,児 童が 自 ら選択 した文学作品を も教材 と して取 り入れたこともあ

り,19時 間の大単元 とな った。教師は,年 間指導計 画を精選 し,重 点をかけて本単元を構

成 したが,ど のように時間数 を確保 してい くかにっいては今後の課題である。

② 児童が意欲的に取 り組めるような授業設計を行 うこと

児童の側に立 った学習をっ くりあげ るために,本 実践で は一単位時間の終末 に,学 習感

想を書 くことによる自己評価の活動を必ず取 り入れた。そ してその学習感想 を もとに,多

面的 ・共感的に児童の学 習状況を評価することか ら次の時間の授業設計を行 うように した。

具体的 には,一 人一人の前時までの評価 と 「本時には,こ んな力をっけて ほ しい」 とい

う願 いを座席表に書 き込 み,授 業設計のための資料 としたのであ る。

この ような教師の準備は,適 切な支援を行 ううえで有効で あった。本時の話 し合い活動

は児童の相互指名を基本 と していたが,教 師は一人一 人の読みの実態を十分把握 してお り,

読みの交流 を活性化するために必要な助言を行 っていた。 そのため児童 は意欲的に読み を

交流 し,本 時の終末段階では,次 時の学習課題Pク ジラに対す るぼ くの気持 ちを考えよ う』

を自分達の 力でつ くりあげ ることがで きた。

座席表を利用 した資料のほかに も,児 童の側に立 った授業設計のための手 だてを今後 も

探 ってい きたい。

③ 児童の個性 を生かす学 習方法を工夫すること

本実践では,児 童の表現方法(学 習方法)を 一っに統一す ることはせず に,劇 ・人形劇

・紙芝居等の様 々参表現方法か ら自由に選択 させた
。その結果,児 童 は実 に意欲的に教材

文を読み合 った。そ して教師が特に指示 しな くて も,r場 面構成を考える』r朗 読の練 習を

す る』P場 面の情景 を想像す る』な どの学習を 自ら進んで行 うことがで きた。児童の 自 ら

の個性を生か した取 り組みを授業の中で保障 した成果であると考えている。

高学年の段階では,本 実践のよ うに児童 自らが個性 に合 った学習方法を選ぶ ことので き

る力を育てたい。そのためには様 々な学習方法 のよ さを児童が経験 してい ることが大切に

なって くる。発達段階に応 じた学習方法の経験の させ方を考 えて いきたい。
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IV研 究 の成果 と今後 の課 題

1成 果

○ 児童一人一人に対す る共感的 な理解 を もとに児童の側に立 った支援 を行 った結果,児 童

は学習の仕方を身に付け,自 分の思いや願 いを実現する読みがで きるよ うにな った。

○ 学習のめあてや多様な学習活動を取 り入れたことは,児 童の学習意欲を喚起 させ,学 ぶ

楽 しさや成就感を味わわせ るうえで有効であ った。

2課 題

0主 体的な学 習につなが る自己評価や相互評価,個 を生かす支援の在 り方,個 に応 じた多

様 な学習活動 について更に解明 し,実 践を重ねてい く必要がある。

なお,各 分科会の成果及び課題は,以 下の通 りである。

園 個の読みを生か して ・学習のめあて・を作り,個 に応 じた多様な学習活動を体験

させた ことによ り,意 欲的に楽 しく読み合う姿が見 られ るようにな った。また,教 師が個

別の支援計画を もとに,即 時的な支援や評価を繰 り返す ことによ り,読 みの力が育 って き

ている。今後は相互評 価や 自己評価の工夫,個 に応 じた表現活動の開発を図 る必要がある。

匝 麺]意 欲を大切にした・学習のめあて」作りをすることにより,児 童が学習の見通 し

を持 って楽 しく学ぶ ことがで き,意 欲の持続が図れた。 また,座 席表を利用 した支援計画を

立 て,毎 時間の学習の中で個 に応 じて児童を認め励 ます ことで,次 時への意欲付けがで きた。

更に,主 体的な読み手 としての自己評価 ・相互評価の在 り方を深めていきたい と考え る。

匝 錘i]終 末の活動に向かって学習したことを自分なりのノー トを作・てまとめて…

た ことは,児 童が自分の読みや学習方法を振 り返 り,次 の学習への見通 しを持つために有

効であ った。児童が既習の方法 を生か し自らの力で作品とかかわ るためには,教 師 の適切

な支援が重要であることか ら,児 童の思 いや願 い,学 習状況を把握す るための手立てを更

に追究 したい。

高学年A児 童が追求 したいことを学習のめあて と し,表 現方法を自由に選択 させた こと

は読む意欲を引 き出 した。一人一人の学習状況をとらえ,育 てたい力を明確に した支援計

画 により適切 な支援がで き,読 みの交流を活性化 した。 また,自 力で学習課題 を設定 し解

決す ることにもつなが った。更に,児 童の願 いと教師のね らいが一致 した単元構成の工夫

が課題である。

1高学年B陣 元全体を見通 した学習のめあて作りは,児童の内発的な学習意欲を喚起し 主

体 的に学ぶ態度 を育てている ことを実感す る。また,学 習活動 や学習形態の工夫 によ り,児

童は学 び方を身に付けなが ら読む力 も付けて きている。今後 も,児 童の思いや願いを生か し

なが ら確かな言語能力を付 け,考 えを深めてい くための支援の在 り方を追究 していきたい。
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